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調 査 期 間　　平成 29年 8月 6日～21日、8月 27日～9月 7日、9月 16日～18日
























発掘調査を 7年間にわたって継続して実施してきた。本書は平成 29年 8月 6日～8

































　　　　　　　 墳丘前方部墳頂部に第 3トレンチ、後円部墳頂に第 4トレンチを設定し、
墳頂平坦面の上面精査。
平成 24年　第 2次調査　平成 24年 8月 5日～9月 6日
　　調査内容　墳丘構造の確認
　　調査成果　・第前方部墳頂平坦面の第 3トレンチを拡張し、墳頂平坦面の様相確認。
　　　　　　　・ 後円部墳頂平坦面の第 4トレンチを拡張し、墳丘上に 1辺 10 m程度
の塚状遺構が存在することを確認
　　　　　　　・くびれ部両側に第 6、7トレンチを設定し、くびれ部を確認



























































































































































































































第 2主体部は第 1主体部の東側にほぼ軸を揃えて設置されていた。平成 27年度の調査
では粘土が盛り上がっている状態で発見された。この粘度を除去したところ、その下に板
石を組み合わせている様子が確認された。石組みの下から多量の鉄製武器が発見された。

















































































石棺を直接覆っている蓋石は、北側から、No. 19、No. 10、No. 1、No. 14、No. 16である。








石番号（北から順に） 表面 裏面 特徴
No. 19 粗面 滑面 黒彩、朱彩、やや内湾している
No. 10 滑面 滑面 黒彩、朱彩
No. 1 粗面 粗面 黒彩、朱彩、鑿状工具を用いた形跡あり
No. 14 滑面 滑面 黒彩、朱彩











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































石を被せる順番とは逆に、最後に置かれた蓋石 No. 1を最初にはずし、次に No. 1の下層
にあたる No. 10、No. 14を、最後に最下層にあたる No. 19、No. 16を取り外した。
取り外しの各段階は、死者を棺の中に納めた後、死者の姿を順次見えなくしていく過程






なお、蓋石を被せる手順は、想定以外にも、No. 19→ No. 10→ No. 16→ No. 14→ No. 1
あるいはその逆 No. 16→ No. 14→ No. 19→ No. 10→ No. 1もあり得る。第 5図に示した
蓋石の順番は一つの想定案であることはお断りしておきたい。
なお、蓋石取り外しの過程で竪櫛 1点が出土した。蓋石上に置かれた遺物の取り残しと
見られる（写真 11、第 4図）。刃先を西に向けた状態で No. 16の上で出土した。
出土遺物
竪櫛




膜だけが残存していた。第 6次調査で第 2主体部蓋上面から出土した竪櫛 2点とほぼ同形
である。前回出土資料と同様に蓋石上に置かれたものと考えられる。 （相川ひとみ）





写真 16　No. 16内側写真 15　No. 19内側














































































































副葬品として鉄剣が 2点出土した。1点（第 9図 1）は遺体に接して西側で切っ先を南、
柄部を北に向けて出土した。全長 56.0 cm、幅 3.5 cmである。刃の長さは 43.5 cmを測る。
被葬者の脇におかれた副葬品である。もう 1点（第 9図 2）は石棺北東部に置かれた剣で
























































ている。しかし、この石棺の側石の 2重構造は 1重目の側石の継ぎ目ではない部分にも 2
重目の側石は存在する。また、北側（出土人骨の頭側）付近の側石は部分的に 3重目が存
在している。側石は大小合わせて、東側の 1重目 3枚、2重目 6枚、3重目 2枚。西側の













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































④ に分類した。この他、棺直上には刀 10振と剣 3本が置かれており、棺の木口板の外且
つ粘土槨の内部からは刀子や鎌など農工具が一括して検出された。今回の分析基準に照ら
し合わせると、これらの遺物はすべて ③ に分類される。
図 6　盾塚古墳（末永雅雄ほか ; 1954より）
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③ と ⑤ に配置されることが分かった。鉄鏃、つまり矢もまた武器として戦時に使われる
道具である。したがって、矢も刀・剣と同じく、棺内を護る目的で棺外に置かれるべきも
のとして解釈するのは妥当であろう。ところが、矢は弓とセットで使用しなければ武器と


















































































































































































































































































































（2） 各品目の配置に着目した研究を列挙すると、鏡 : 今尾文昭（1989）、福永伸哉（1995、2005）。竪櫛 : 徳
田誠志（1991）。刀・剣 : 泉森皎（1985）、藤井章徳（2000）。ホコ : 高田貫太（1998）、上林史郎（2002）。
盾 : 勝部明生（1991）、辰巳和弘（1996）、穂積裕昌（2007）、仁木聡（2008）。矢・鏃 : 辰巳和弘（2003）、
河内一浩（2008）。馬具 : 山中由紀子（1997）、中條英樹（2000）、宮代栄一（2016）がある。この他、
複数の武器・武具の配置に着目した研究（菱田 ; 1993、鈴木 ; 1996）、石製腕飾類と鏡の配置に着目し


















泉森皎　1985.6　「刀剣の出土状況の検討 ─ 刀剣の呪術的性格の理解のために ─」『末永先生米寿記念献呈
論文集』乾、末永先生米寿記念会、pp.393-435
今尾文昭　1984.12　「古墳祭祀の画一性と非画一性 ─ 前期古墳の副葬品配列から考える ─」『橿原考古学研
究所論集　第 6』、吉川弘文館、pp.111-166
今尾文昭　1989.8　「鏡 ─ 副葬品の配列から ─」『季刊考古学』第 28号、雄山閣、pp. 43-48
今尾文昭　1998.11　「配列の意味」『古墳時代の研究』第 8巻、雄山閣、pp. 247-263







る ─』、大阪府立近つ飛鳥博物館平成 14年度春季特別展図録、大阪府立近つ飛鳥博物館、pp. 91-96
勝部明生　1991.3　「盾と古墳の被葬者」『有坂隆道先生古稀記念　日本文化史論集』、同朋舎出版、pp. 19-37
上林史郎　2002.4　「副葬品配置が意味するもの」『未盗掘古墳の世界 ─ 埋葬時のイメージを探る ─』、大阪
府立近つ飛鳥博物館平成 14年度春季特別展図録、大阪府立近つ飛鳥博物館、pp. 73-80
亀田博　1985.6　「竪櫛」『末永先生米寿記念 献呈論文集』乾、末永先生米寿記念会、pp. 465-504
河内一浩　2008.3　「矢のまつりごと ─ 赤矢・黒矢 ─」『王権と武器と信仰』、同成社、pp. 668-676
河上邦彦　1997.8　「石製腕飾類と鏡の配置から見た呪術性」『古代の日本と渡来の文化』、学生社、pp. 339-
365

















辰巳和弘　2003.5　「矢の呪力」『新世紀の考古学 ─ 大塚初重先生喜寿記念論文集 ─』、大塚初重先生喜寿記
念論文集刊行会、pp. 427-441
玉井功　2009.3　「副葬品配置からみた葬送儀礼 ─ 鏡と刀剣類のセットを持つ古墳 ─」『花園大学考古学研
究論叢 II』、花園大学考古学研究室 30周年記念論集刊行会、pp. 49-62




仁木聡　2008.5　「鉄製武具にみる革盾意匠とその性格 ─ 盾中央鉄板を中心にして ─」『吾々の考古学』、和
田晴吾先生還暦記念論集刊行会、pp.243-259
白谷朋世　1988.5　「“被葬者並置刀剣”考」『莵原 ─ 森岡秀人さんと島聖子さんの御結婚によせて ─』、芦屋
郷土資料室 OB会、pp. 56-58






廣瀬時習　2016.4a　「被葬者と副葬品の配列」『古墳とは何か ─ 葬送儀礼からみた古墳 ─』、大阪府立近つ
飛鳥博物館平成 28年度春季特別展図録、大阪府立近つ飛鳥博物館、pp. 64-77















宮代栄一　2016.3　「馬具でなくなった馬具 ─ 古墳時代後期における馬具の副葬形態をめぐる一考察 ─」『駿
台史学』第 157号、駿台史学会、pp. 47-67
森本六爾　1927.8　「日本上代の櫛」『日本上代文化の考究』、四海書房、pp. 5-63
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図 1　辻秀人他 ; 2017
図 3　仙台市教育委員会 ; 2011
図 4　茨城県教育委員会 ; 1960
図 5　奈良県立橿原考古学研究所 ; 1981
図 6　末永雅雄ほか ; 1954
図 7　宇治市教育委員会 ; 1992
図 10　埼玉県教育委員会 ; 1980







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































填し、リガク製 X線回折装置（Ultima IV Protec-
tus）によって表 1の条件で測定を実施した。なお、
物質の同定解析は、Materials Data, Inc.の X線回
折パターン処理プログラム JADE9.6を用い、リ





























Recieving Slit 0.3 mm

























写真 2　分析資料採取蓋石 1 写真 3　分析資料採取位置
116
東北学院大学論集　歴史と文化　第 58号


















































































写真 34　第 1、第 2主体部全景
写真　35　前方部、後円部墳頂平坦面
121
福島県喜多方市灰塚山古墳第 8次発掘調査報告
写真 36　第 8次調査　参加学生集合写真
